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【巻頭言】街中の緑地 保全と再生を！

 
所々に木が残っています 

 

 
緑の路地、ほっとします。 

 
 
 
 
 

川越市制 90 周年を祝う今年の川越まつり、29 台の山車が

曳行され、見物客は江戸「天下祭」を再現した絢爛豪華な山

車に感動をしました。 

蔵造りの街並みはいつも多くの観光客で賑わっています。

この賑わいが長く続くためには、古き良き建物の保存と修復

が絶え間なく行われ、本物が街中にたくさん残されることが

求められますが、同時に街中の緑地の保全と再生が必要では

ないでしょうか。暑い日に道路を歩いていて、公園とかの緑

地の日陰に入るとほっとします。木々は太陽の光を遮断し、

地中から水分を汲み上げ、葉から水分を放出、蒸散作用で温

度を下げる作用があります。真夏に汗をかきながら蔵造りを

歩いている観光客に、自然の冷気でおもてなしができれば、

よい街に来たと喜ばれリピーターになります。もちろん、緑

地は都市景観の重要な構成要素であります。 

緑地の保全と再生は土地所有者の協力が不可欠ですが、固

定資産税・都市計画税の負担が多大なために、木を伐採し駐

車場に転換、税金の支払いの足しにせざるを得ない場合もあ

ります。市街地の緑の保全は、保全に協力する土地所有者に

対して税金の減免措置などが必須の条件です。観光都市川越

の更なる発展のために、議会・行政の対応を願うものです。 

かわごえ環境ネット 理事 菊地三生 
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パイオニア株式会社 川越事業所 団体会員訪問 地域環境活動を聴く（50）
今回で、環境活動を聴くとして事業者、民間団体、個人を

合わせ50回の訪問。今回を最終にして休止と思っていた時に、

川越市立砂中学校の環境学習支援の会場で、パイオニア株式

会社の石川一男さんとお会いしました。廃棄物が収益になっ

たことを耳にしましたので、会員訪問の最後にもう一度お伺

いしたいのです、との話で「日時のご連絡をください。」と承

諾が得られ、3年振りの訪問になりました。入館手続きの後、

石川さんが案内してくれたのが、玄関口にあるショールーム。

パイオニアが製造したカーステレオの歴史を示す、初期製品

からのモデルが順次展示されている。「金子さんは、この辺か

らよくご存じなのでは、」と 40年前のカーステレオの前に案

内されました。タバコケースを2つ並べた大きさの8トラッ

クカセットのステレオが展示されている。私が自動車の販会

社でサービス・販売の仕事に就いていたころの懐かしきステ

レオ。初期モデルから現在のコンパクト化された製品まで順

次展示してある。「これは、私が揃えたのです。当時のカセッ

トテープまで、揃えるのがたいへんでした。」今のカーステレ

オは小型化されている。企業の製品技術の経歴が一目でわか

る展示品。最新の音響製品は、ステレオとカーナビケーショ

ンが一体化、ナビケーションの道路標示は、フロントウイン

ドに映され、運転視覚内での表示となっている。カメラ機能

も付加され、前を走る車の映像も写し、車間距離もわかる。 

 
会議室で取材中、10時に全館暖房を切る節約と話す石川さんと見える化板 

パイオニアの社名にふさわしく、先端技術を開発している

と感じました。製造工場であるとともに製品開発も手掛ける

事業所は、社員数も 3,700 名と多く、様々な仕入れ資材と部

品が運び込まれる工場でもある。カーナビとステレオの機材

が一体化、自動車のダッシュボードにスポンとはめ込まれる

製品で出荷される。当然、生産から生まれる廃棄物も多く多

種になる。前回の訪問時に廃棄物は、99.9%のリサイクル率

とお聴きしていました。今回の訪問は、事業所から出る廃棄

物を原料化して、売れる製品にまでにしたリサイクル。総務

課長の細川太路さんに紹介された後、石川さんに、処理経費

を上回る売却費が得られ、収益になった経緯をお聴きしまし

た。「買い取りにくる業者と交渉を重ねました。」「リサイクル

品をもう一度見直し、廃棄物でなく原料としての再生で、販

売価格の上昇につなげました。」「資材として搬入される物品

を梱包するストレッチフィルムがかさばり、大きな袋を使用

していました。」「形状で30%位まで圧縮機で小さくできまし

た。」「1㎏20円で売却できるようになりました。」「それより

も搬出トラックの台数減で費用が少なくなり、収益化になり

ました。」リサイクルセンターに案内されると研究開発で出た

試作品収納箱には、㎏円と価格が明示されている。「このリサ

イクルセンターには、各職場の当番者が排出ごみを運び込み

ます。」「この事業所を46区画（部門）に分け、ごみ袋に番号

を書きリサイクルセンターに搬入する。」「中味を点検、分別

が悪い部門には、悪い点を知らせる社内パソコンメールを発

信します。」「全ての社員が一度に知るシステムにしていま

す。」「今は分別指示の通りになりました。」徹底につながる体

制と感心しました。「リサイクルセンターには、社員全員が順

次来るので、見ることになります。」経費から収益への見える

化がなされている。「プレートの色も収益品は緑色。経費は黄

色と分け、価格も書き込み、誰でもが分別による資源見える

化にしました。」「事業所の樹木から出る落ち葉は多く、ごみ

袋に詰めてトラックで搬出、経費となっていました。」「落ち

葉集積所を手製で作り、落ち葉の堆肥化を行い、搬出費用が

ゼロになりました。」「堆肥化は、野菜作りをしている社員か

ら譲ってもらえないか、との要望が出ています。」資源化、収

益化の推進役は、どなたですかとお聴きすると、「私が総務課

で担当しています。」「各職場での分別が徹底されているので、

資源化センターで働くのは3名です。」様々な視点を持ち工夫

をシステム化する石川さんにさらなる感心が高まりました。

「商工会議所などの会合に出席する時など、様々なことが情

報として、聴く・見る・ことができてたいへん参考になりま

す。」経費から収益への環境活動の一端がよくわかりました。

しかし、この紙面では、書き切れない分も含めて、来年 2月

に行われる環境フォーラムで、企業団体会員としての発表を

お願いすると「そうですね・・社内発表に使った DVD があ

ります。これをもとに発表を構成してみます。」と内諾を得ま

した。経費から収益になった事業者のシステムを広める、環

境ネットの構築になると思った訪問になりました。 

（2012年 11月取材 副理事長・広報担当金子晃） 
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かわごえ環境ネットの活動報告

西川材の森の見学バスツアーの報告 自然環境部会 

 
飯能・西武の森の谷津田で集合写真 

高沖さんから苦労話と生物多様性のお話しが 

自然環境部会主催で 11月 7日（水）に「西川

材の森の見学バスツアー」を実施。目的は環境

学習の一環で飯能市の西川材の歴史を学び、間

伐整備が進む「飯能・西武の森」や谷津田再生

地等を見学するものです。 

晴天に恵まれ、参加者 25名は川越駅西口を定

刻に出発、9時 30分に飯能市郷土館に到着。 

学芸員の村上さんの案内で西川材の歴史が展

示されている館内を見学、植林から育林、伐採、

入間川までの搬出、筏を組んで江戸まで運んだ

様子の説明を受けました。 

学習室で「天覧山・多峯主山の自然を守る会」

の浅野会長から貴重な自然を残す森の状況、保

護活動の苦労、活動が評価され NPO法人として

農地転用が認められ谷津田を取得、その地にピ

ザ窯を設け食の楽しみを加えたところ、幅広い

年齢層の方々が活動に参加するようになったこ

となどの貴重なお話しが。自然環境の推移を長

期的に把握するために、環境省のモニタリング

1000 調査に 2008 年から取り組み、生態系の把

握に努めているお話しも。 

飯能市エコツーリズム推進室の大野室長から

市の重要な施策である「エコツーリズム」事業

の説明後、エコツーリズム市民の会の高沖さん、

福島さんのガイドで郷土館を出発、能仁寺では

飯能戦争、ムササビが生息する巨木、登山道の

岩場で十六羅漢を見ながら天覧山に登り深呼吸、

山頂からスカイツリーを望むことができました。 

西武の森では間伐整備の状況と、間伐の必要

性と効用について西武鉄道の問田さんから説明

が、谷津田再生地では高沖さんから耕作が放棄

された田を市民協働で再生したこと、再生した

田とその周辺に貴重な生物が増え、生物多様性

が高まったとの説明がありました。 

郷土館で昼食、飯能市観光案内所を経由して

木の香り漂う吾野原木市場に到着。88歳の元気

な鴨下会長からセリ用に集荷された材木の樹種、

用途、価格などの含蓄ある説明を受け納得。 

帰りの車中では、賀登自然環境部会長と原嶋

社会環境部会長より参加者に各部会の活動状況

の説明と「かわごえ環境ネット」会員の参加の

呼びかけがあり新規会員の申し込みが、そして

参加者一人ひとりからツアーの感想が述べられ

ながら、16時 10分に川越駅西口に無事到着。 

今回のツアーは飯能市環境部エコツーリズム推

進室の企画により実施、誠にありがとうござい

ました。 

（菊地三生） 

 
郷土館展示室 

学芸員から西川材の説明を！ 

 
郷土館学習室 

浅野会長から自然保護活動の歴史を！ 

 
吾野原木市場 

セリ前の木に触れて、木の香り！
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エコツアー賛歌 ツアー参加の方から 

 
卒寿の鴨下会長 

右手に資料を持つ方です！ 

11月 7日に行われた「西川材の森の見学バス

ツアー」に参加した鶴巻史朗さんから「エコツ

アー短歌」三首が寄せられましたのでご紹介さ

せていただきます。 

 

＜注釈＞ 

天多人達（てんたびとたち） 

 天覧山（テンランザン）・多峯主山（トオノス

ヤマ）の自然を守る会 

卒寿の会長 

 株式会社 吾野原木センター 会長 

ツアーの詳細は本号「西川材の森の見学バス

ツアー」をご覧ください。 

（菊地三生）

トピック講座「温暖化とエネルギーで変化する食住への危機！！」 社会環境部会 

 
講演会風景 1 

 
講演会風景 2 

 
懇親会風景

11月 18日（日）13時より市立中央図書館・

視聴覚ホールにおいてトピック講座を開催しま

した。 

開催の挨拶は、横山副理事長にお願いしまし

た。 

講師は、お忙しいところ遠方よりおいでいた

だいた NHK教育テレビ「白熱教室 JAPAN」に

出演された上村雄彦先生（横浜市立大学国際総

合科学科 教授）にお願いしました。 

1. 脱原発は可能か? 

2. 地球規模問題の解決は可能か? 

3. 問題提起―私たちはどうすればよいのか? 

について、講演していただきました。 

前回同様、川越版「白熱教室」を行いました。

時間は少なかったのですが、となりの席の 2人

か 3人が一組で、脱原発について 10分ほど話し

合い、数組の代表者が発表しました。1 人 1 人

が脱原発の思いを日々強く持てば、将来は明る

いとの意見が印象に残りました。 

3歳の子供から 80歳の方まで参加されていま
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した。 

講演後、同じフロアの講座室（和室）にて、

小瀬理事長も駆けつけていただき懇親会を行い

ました。26人の方が、お茶一杯で膝を突き合わ

せて、上村先生と活発な意見交換を行いました。 

最後に、部会代表原嶋より先生のお話（私た

ちはこれからどうすればよいのか？）を集約し

て挨拶としました。その言葉は 

① 事実を知る（幅広く、奥深く学ぶ必要あり） 

② 自分の頭で考える。（他人任せにしない） 

③ 出来ることから、何かやってみる。 

④ いろいろな人と議論する。 

⑤ まわりに広める。（仲間の拡大） 

⑥ あきらめない。－楽しく、かっこよく－ 

これらの言葉は、今後の活性化に役立ち、心

にしみる言葉と思います。 

参加者は64名、アンケートを頂いた方48名、

感想、意見を頂いた方 38名でした。 

以下、アンケートの感想・ご意見を紹介します。 

＊原発なし、自然エネルギーのみで電力はまか

なえることを知ったので、脱原発への思いが確

信できた。 

＊原発問題から世界経済の現在の様子、あり方、

など幅広く環境問題をまじえながらお話を聞き、

勉強になりました。次世代を生きる子どもたち

のために日本のあり方をよい方向に向けたと思

います。 

＊原発のこわさ、あらためて 気が 身が ひ

きしめられました。少しでもこれからのこども

達のために何ができるかと思います。 

＊知人に誘われて参加した男性は、グローバ

ル・タックスの重要性を知ることができました。 

＊世界が連帯税に向けて動き出していること。 

＊グローバル・タックスには、びっくりしまし

た。いろいろと考えさせられる時間でした。 

＊世界経済の話など新鮮で勉強になりました。

自然エネルギーの発電量があんなに多くなると

は正直驚きでした。これからの課題などを調べ

て、どうしたら実現するのかを考えていきたい

と思いました。 

＊先生の話はわかりやすい。この集まりの規模

が 2倍～10倍と増えれば 力 となる。何が真

実かを自分で勉強することなしに状況は変わら

ない。 

その他、多数の感想・意見をいただきました。 

講演会を終えて幹事一同ほっとしたところで

す。参加された方、当日、準備に参加していた

だいた会員また、参加を呼び掛けていただいた

方々に感謝いたします。 

12月 2日懇談会を開催、復習して後につなげ

たいと思います。 

（講演会実行委員会） 

池辺公園たより 自然環境部会 
11月 6日（火）の定例会は雨天のため中止と

なりました。キツネノカミソリの結実も終り除

草が行われすっきりしました。キチジョウソウ

も開花しましたので、どうぞご覧ください。最

近雨が多いのでサルノコシカケ科を中心にキノ

コも良く見られます。 

公園ではクヌギやシラカシのドングリが豊作

のようで沢山落ちています（今年はクヌギ、コ

ナラ、マテバシイ、スダジイなどのドングリ、

またカキの実などは多いようです）。しかし山で

はブナの実を始めとして少ないようで、クマが

里まで下りてくることが多く、自然界の厳しい

法則を感じます。 

（菅野仲夫、11月 14日入稿） 
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会員・地域・流域の活動・報告

「2012アースデイ・イン・川越 立門前」10月 28日（日）雨の中、4会場で実施 

 
蓮馨寺講堂内の展示 

 
ネットワーク『地球村』川越の展示 

 
かわごえ環境ネットの出展

 
職人の技の体験コーナー 

 
職種別に並んだ 43人の初雁賞受賞者 

 
会場で配布した地域実験通貨「アース」

14 回目を迎えた「アースデイ・イン・川越」

は、市制 90周年記念事業として新企画を加えて、

蓮馨寺、旧川越織物市場、鶴川座、熊野神社を

会場に 10月 28日に行われました。第 1回から

6回目までは水上公園大駐車場で、7・8・9回は

本川越駅近くの鏡山酒造跡地で行われました。 

10回目から現在の場所に移って、地元商店街と

の協力のもとに行われています。 

テーマの「みんなで育てよう水と緑と伝統の

まち川越」に沿って、新しい企画を出しました。

第一に行政の参加を広め、第 2にアースデイの

意義を標語や川柳で市民に幅広く参加してもら

い、第 3に立門前周辺に万国旗を飾って賑わい

をと計画しました。あいにくの雨で第 2 と第 3

の企画は見送られました。 

行政の参加は、入間川、新河岸川を管理する、

川越に事務所がある国土交通省の荒川上流河川

事務所、埼玉県の川越県土事務所が所管の事業

に関して PR の展示をしました。それに県の西

部環境管理事務所、川越市を加えて行政部門の

展示が充実されました。埼玉県温暖化対策課、

大気保全課、エコタウン課もそれぞれ展示パネ

ルを用意しましたが、川越までの運搬の手段が

なくて展示を割愛したのは残念でした。 

展示は、雨でも支障のないように鶴川座を会

場にしましたが、照明などに制約があって内部

が使えず、フロント部分を利用しました。かわ

ごえ環境ネットの PR 用の 5 枚のパネルもはじ

めて展示されました。 

主会場の蓮馨寺も講堂の中と軒先だけの展示

と縮小されました。川越環境保全連絡協議会、

埼玉県ユニセフ協会、川越の自然を鳥の姿から

見る写真展、ネットワーク『地球村』川越の活

動報告など、環境と国際交流の団体の展示によ

る啓発が行われました。さらに、4 会場の参加

団体による啓発クイズの企画、周辺商店で使え

る地域実験通貨「アース」の説明を担当した芝

浦工業大学中口研究室の学生らも多数参加して、

アースデイについてのアンケート調査なども行

いました。晴天であれば、太陽光発電によるシ

ャボン玉遊びや標語などの展示、芋の子作業所

などのバザーやパフォーマンスを予定していま

したが中止されました。 

熊野神社会場は、ボーイスカウトがテントを

張って活動の一端を披露、川越 EM連絡協議会

も有機野菜販売を短時間ですが実施しました。

参加を予定した「みなみかぜ いきいき田んぼの

会」や「土と風の舎」「川越緑のサポーター」な

どは雨で参加できませんでした。健康ゾーンの

「医療生協初雁支部」や「地球足もみ健康法実

践普及会」等は、社務所の軒先を借りて啓発に

努めました。 

旧川越織物市場は、職人の伝統の技をともに

体験する会場でしたので、関係者で両側の軒先
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を利用して防水シートを掛けて見事に会場設営

をしました。実際にカンナを使って木を削り、

庭師のコーナーでは竹細工、鍛冶屋さんのとこ

ろでペーパナイフと手づくりの喜びを味わって

いました。奥の部屋では、折り紙コーナーがあ

りましたが、そこまで回る人が少なく、場所の

設営に工夫が必要でした。 

入り口左の軒先に、川越市の伝統を伝える人

を顕彰する「初雁賞」の受賞者 43人の写真が、

菓子職、大工、板金などの職種ごとにまとめら

れて展示されました。前を通る人らは、ひたす

ら技を磨いた人の写真に「いい顔だね」と見入

っていました。また、障害者の才能を発掘した

「あいアイ美術館」の作品も展示され、アース

デイが目指す人類の幸福への幅広い挑戦の意義

を考えさせるイベントでした。  （武田侃蔵） 

北公民館かんきょう祭り報告  

11月 10日（土）に第 12回北公民館かんきょ

う祭りが開催されました。今年のテーマも「世

界につながる環境活動～身近な事から始めよう」

です。環境への取り組みは永遠の課題でして、

これで終わりということはありません。自分に

できることから始めていくことが大切で、一人

一人の力は小さいですが、そのつながりが大き

な力となります。講演会は環境カウンセラー浅

羽理恵氏の「身近な事から始めよう～家庭での

節電について」の演題で、原発事故や地球温暖

化問題から説かれ、日常生活に密着した節電の

知恵をいろいろと伺いました。 

新しい試みとして、登録グループのみなさん

から「日常生活で実践している環境にやさしい

取り組み」の紹介を事前に募集し、来館された

方からも「あなたが取り組んでいる ECOについ

て教えてください」と書いてもらい貼りだしま

した。日常の活動で実践している「環境にやさ

しい活動発表会」で事例発表も行いました。 

例年通り活動団体の展示発表、地域のみなさ

んから募集した環境標語・川柳・都都逸・写真

の展示、子どもの広場もありました。バザーを

はじめとする各種の販売、桜草の苗プレゼント

も例年どおりでした。 

「私たちが変わる」、「私たちが変える」行動

の始まり、再確認の一日であったと信じており

ます。 

（菅野仲夫）

北公民館かんきょう祭りに参加して 

バザーについての一考察 

① バザーにと出した衣類は売れ残り、日焼け

した物、型が古いものは売れない。 

② キャラクター時代遅れで売れ残り、ぬいぐ

るみや人形は、ほとんど売れない。 

③ 重過ぎて買う気にならない食器類 

自宅まで持っていくまでに割れる心配や重過ぎ

たり大き過ぎる物は手が出せない。 

④ 本、バック類は古さが目立ち敬遠す。 

自分が捨てたものは買い手がつかない。 

私は時代様々なバザー会場で品物を手に入れ

ます。私が好んで買うものは、タオル、手拭、

そして石鹸、靴下等です。古着や古本等はごみ

収集に出されたり、焼かれたり、無料で引き取

られたりするようです。せっかくバザーに提供

するものですから、売れる物を出す工夫をして

はと思いました。 

北公民館かんきょう祭りでのバザーで感じた

ことを川柳にしてみました。 

Ⅰ 講演会、活動発表の次に 30分ほどの休憩が

欲しい。全て見ていると展示品を見たり食事や

買い物ができない。 

Ⅱ 出演団体の字幕が欲しい。寄席のように日

めくり方式。 

Ⅲ クローク等があれば良い。自転車や徒歩で

来た人がバザーで買い物をしようと思っても午
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後の舞台を見ようと考えると多くの物は買えな

い。自転車に置くと盗難が心配。かわごえ環境

ネットに入って様々のイベントに参加している

と、この点を直せばよくなると思うことがあり

ます。 

私は時々短歌の文を書きますが、今回は川柳

に挑戦してみました。      （二見正憲）

 

森林公園かんさつ会 

 
ヤマガラや野草を観察する参加者 

 
可憐なセンブリの花

会員団体、武蔵丘陵森林公園自然を考える会

のかんさつ会に 10月 26日参加してきました。

参加者は約 30名で 10時 30分より太田先生を中

心に野草の説明を聞きながら和気あいあいと始

まりました。 

15年ぶりの森林公園でしたが、自然が残りス

タートからすぐにヤマガラがエゴノキに、5～7

羽集まり、実をくわえては巣との往復の繰り返

しを目撃し、川越では見ることのできない光景

に感動でした。 

多くの野鳥の鳴き声に、こんな近くに自然が

まだ残っていた事に改めて感激と感謝でした。 

参加したみなさんは野草や昆虫、野鳥と詳しく、

野鳥などは、泣き声だけでも判るようで、聞い

ているだけでも勉強になりました。普段気にし

ていない、野草なども葉や花などですぐに名前

が出て、ただただ感心するばかりでした。 

60 年ぶりに自生しているセンブリに出会い

可憐な花にまたまた感激でした。 

谷津さんの話では、珍しい野草は心ない人に

よる盗掘があり、心を痛めているとのことでし

た。会ができて 19年になるとのこと。地道な作

業を繰り返して、今の環境が維持されていると

思うと継続は力なりと、こうした人達がいるか

ら環境が守られていると感謝しながら、近いう

ちに家内とまた来ようと思いながら、楽しく、

心休まる 1日を過ごさせていただきました。 

（井口吉三郎）

伊佐沼探鳥会 

 
野鳥観察を楽しむ参加者 

 
餌を探すアオサギ

会員団体である（財）埼玉県生態系保護協会

川越・坂戸・鶴ヶ島支部主催の伊佐沼探鳥会に

11月 11日参加してきました。10時から始まり

公園内を様々な野鳥の声を楽しみながら、木々

の間を飛び交う野鳥を求めて探索しました。 

参加者は今回 12名でしたが、和気あいあいと
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談笑しながら回ってきました、みなさん野鳥に

詳しくて、聞いているだけで勉強になり、自分

の知らない世界を垣間見る思いでした。 

相手が野鳥ですから、野鳥の動きに合わせ、

見守って歩く、全ての事を忘れられる時間を過

ごすことができ、ストレス解消になりました。 

最後に今日見た野鳥の種類を確認、25種類を

確認して解散となりました。 

人間同士の付き合いは、目標を立て目標に向

かって行動する。 

思い通り行かない時はストレスとなるが、野

鳥相手だと全て野鳥任せに、こちらが同調しな

いと満足する結果を見ることができない。全て

を任すことで満足できることの楽しみの一端を

感じることのできる時間でした。 

森林公園かんさつ会と、今回の伊佐沼探鳥会

を通して感じた同じ思いは、今後の老後の過ご

し方に付いて、ウエートの配分の一考を思いめ

ぐらしながら、ハンドルを握りました。 

（井口吉三郎）

平成 24年度・緑のカーテンコンテストに入賞 

 
正面 幅 3.7m 高さ 2.7m 

 
アーチ奥行き 2.4m 

 
パッションフルーツ 花

 
パッションフルーツ 実 

 
表彰状 

 
賞名の由来 入賞作品コメント

川越市が実地した緑のカーテンコンテストで

思いもよらずに入賞しましたので報告します。 

我が家では毎年、緑のカーテンをやっていま

す。今までは、ゴーヤ、小玉スイカなどで挑戦

していましたが、夏の終わり頃の残暑が厳しく

なるころ、葉っぱが枯れて役立たずになり、醜

くなってしまうため、何かよい物はないかと探

していたところ、パッションフルーツにたどり

着きました。 

ところがこの近くでは苗が手に入らず探して

いたところ、やっと昨年の 5月ごろ新座の息子

が探してくれて育て始めました。 

パッションフルーツの長所は常緑樹で多年草（4

～5年）、年 2回実を付けること、花の美しさと

繁殖力の強さです。完熟すると味は甘酸っぱく、

ヨーグルトに入れたり、ジャムにしたり、焼酎

割などにして楽しめます。 

短所は南国育ちで寒さに弱いことで、5℃以下

になると育たないと言われています。 

その年取れた種を蒔いて苗を育て、それと 40

本、挿し芽したところ、36本成功したので気を

よくして常温で越冬できるか試したところ成功、

水は米の研ぎ汁で作った活性液を使用しました。

親木、挿し芽、実生も年越しに成功しました。

でも霜に当たるとすぐに枯れてしまいます。 

今年も条件を変えながら試して、ぎりぎりの

条件下で、寒さに強いパッションフルーツがで

きればと夢見ています（素人でそんな簡単にで
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きるわけないと笑われるかもね）。 

今年は何人かに配布しましたが、同時に緑の

カーテン用の鉢植え 3鉢を作り、挑戦して思っ

たよりできがよかったので、軽い気持ちで応募

したところ入賞しました。 

多くの人に楽しんでもらいたいと現在 100鉢

挿し芽が育っています。来年 4月ごろ 150鉢位

の挿し芽を計画しています。環境展で配布でき

ればと思っています。 

パッションフルーツも今年はテレビで注目さ

れていますので、環境展へ足を運ぶ人が増える

ことを願って計画をしています。 

来年の緑のカーテン用には、6 月の環境展で

の配布では遅過ぎると思いますので、かわごえ

環境ネット関係者で希望者がいましたら連絡く

ださい。4 月ごろ渡したいと考えています（越

冬に失敗した場合はお許しを） 。 

井口吉三郎 

iguchi@saitama.email.ne.jp 

049-233-7772   090-1847-3131 

低炭素まちづくりめざして 

 
小春日和の 11月 25日、八重桜がきれい（今

は紅葉が）な新座の跡見女子大で開催された「低

炭素まちづくりフォーラム in埼玉」に参加しま

した。基調講演は「日本のエネルギー政策と今

後の温暖化対策」と題して鈴木基之（東大名誉

教授）が不透明な政治情勢のもとで、東日本大

震災と原発事故後のエネルギー問題と温暖化防

止の方向を話していただきました。 

午後は 6分科会で、私は菊地理事と一緒に生

物多様性の分科会に参加しました。報告は、①

鴻巣市のコウノトリを育む市民運動、農家ぐる

みの活動紹介（川島秀男）、②都市部の身近な自

然・緑と湧水の「保全と活用の方法」紹介（高

橋勝緒）、③里地里山型エコツーリズムの取組み

（大野悟）の報告をもとに 3つのワークショッ

プを行い議論してまとめました。 

コウノトリがくるまちづくりでは、荒れた農

地に手を入れて餌ができる環境作りを行ってい

る。コウノトリは豊岡市から全国に（30県くら

い）に飛来しおり、荒川流域を生物多様性にし

てコウノトリが棲息できる環境にしたい。 

和光市の湧水の会は崖線に湧いている豊富な

湧水とそこに生息する生き物を守る活動を地主

の理解と市の協力ですすめている。相続で売却

されると崖線でもマンションが建てられてしま

うので、どのように保全すればよいのかが悩み

となっています。環境省が行っている「モニタ

リングサイト 1000里地調査」一般サイトに応募

して、市民への啓発を進めるとしています。 

飯能のエコツーリズムは11月7日に見学して

きましたが、地元の人的資源や里山、林業、自

然などを活用しながら地域の人々がガイドや体

験型の講師として参加しながら取り組んでいる

ことが報告されました。 

自然再生や市民の参加が少しずつ進んでいま

すが、まだ都市開発の圧力が大きく、生物多様

性を目的にして「里地里山法」の活用など意識

的に取組む状況になっていないようです。 

（過昌司）
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新河岸川整備の二つの会議

川越市に源を発する新河岸川は、埼玉県南西

部一帯に広い流域を持っています。支流を含め

た流域全体の川づくりを考える会議が 2つあり

ます。国の荒川下流河川事務所が主催する「新

河岸川流域川づくり連絡会」が 9 月 11 日と 11

月 9日に、西東京市の野塩地域市民センターで

開かれ、かわごえ環境ネットから渡辺利衛さん

が参加しました。来年 2月 10日に開かれる「第

8 回川につながる発表会」は練馬区の大泉南小

学校で開かれます。この大会開催の候補地に川

越市も上がりましたが、今年度は準備不足で見

送られました。新河岸川源流の川越市での大会

開催が、流域各地の代表から望まれています。 

もう一つの新河岸川関係は、埼玉県の総合治

水事務所主催の「新河岸川川づくり懇談会」で、

11 月 17 日に朝霞市のリサイクルプラザで、川

越・朝霞・飯能の三県土事務所、関係市、荒川

下流河川事務所、それに環境市民団体が参加し

て開かれました。工事予定などの情報提供のあ

と「多自然川づくり」についての講演、「市民と

行政の協働」についての意見交換などが行われ、

かわごえ環境ネットから武田が出席しました。 

（武田侃蔵） 

かわごえ環境ネットの学習支援

砂中学校 3年生 総合学習「環境講座」2012

 
小瀬理事長の講演 

 
川越市資源循環推進課の講演 

 
大辻さんの講演 

砂中学校から 2010 年の総合学習講師協力に

続き、今年も 3 年生（136 名）への総合学習講

師協力依頼がありました。第 1回の 9月 27日（木）

5 限目は砂中の体育館で環境政策課と資源循環

推進課の担当職員から節電関係とごみ関係につ

いて川越市の取り組み説明をし、6 限目は小瀬

理事長が「かわごえ環境ネット」の話をしまし

た。川越市環境基本計画に基づいた環境の捉え

方の話から始まり、2010年度砂中生徒と東洋大

学 2・3年生、2011年度の 60歳以上、全体の「行

動チェックシート」集計結果表を見比べた後、

次回報告する団体の紹介をしました。次に具体

的な項目が解るよう「チェックシート」の記入

です。最高は 60点で 50点台も 6名程、中学生

もなかなかです。 

第 2回目の 11月 1日（木）の 5・6限目は 5

グループに分れての報告会です。カーナビ、ゴ

ミゼロミッション（ペットボトル回収）の「パ

イオニア」、社会福祉法人「みなみかぜ」の田ん

ぼ活動、雑木林ボランティアの「川越緑のサポ

ーター」、環境にやさしい CO2 の削減方法、環

境家計簿「松岡さん、宮澤さん」、水生生物を守

る活動の「大辻さん」がそれぞれの教室で詳し

く説明しました。30人前後の生徒を相手にして

の環境報告はたいへんです。「どのくらい環境に

関する興味」があるのか、「知識としては」が???

だからです。各教室での話し合いの成果は「各

グループが新聞の形での発表」する予定なので

できあがりが楽しみです。ちなみに「この環境

学習は入試の調査書の「総合的な学習」の欄に

取り組み状況が記載される」ようです。 

（横山三枝子）
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川越市からのおしらせ

くぬぎ山保全管理活動 環境政策課 

活動内容：雑木林を若返らせて生物多様な森に

する手入れ 

日時：平成 24年 12月 16日（日） 

午前 10時～午後 3時（午前 9時 30分受付開始） 

集合場所：山脇学園用地 

服装：野外活動用（長袖、ズボン、帽子、タオ

ル、軍手等） 

持参品：昼食、飲み物 

申込先：電話 048-830-3150 

くぬぎ山地区自然再生協議会（県みどり再生課） 

申込期限：平成 24年 12月 11日（火）

エコドライブ教習会への参加者募集 環境政策課 

 
教習車と燃費計 

 
講義の様子 

 
実車走行の様子

地球にも財布にもやさしい、その上安全運転

にもつながる「エコドライブ」の教習会を開催

します。教習会では講義と実技を行います。実

技は、教習車（レンタカー・AT 車）による実

車走行を行い、エコドライブの効果を比較しま

す。指導員が同乗して、きめ細やかな指導を受

けることができます。また、燃費計の計測結果

から診断書が発行され、改善すべきポイントが

具体的にわかります。エコドライブは今すぐに

実践できる取組です。エコドライブによる燃費

の向上は、燃料消費による二酸化炭素の排出を

削減し、燃料代を節約できるほかに、交通事故

が減少するという効果があります。エコドライ

ブの基本的な知識や運転技術を身に付けるチャ

ンスです。ふるってご参加ください。 

主催：川越市、かわごえ環境ネット 

内容：講義及び実車走行 

日時：平成 25年 2月 2日（土曜日）、正午～午

後 4時 30分 

会場：農業ふれあいセンター（川越市伊佐沼 88

7）及び周辺道路 

対象：市内在住・在勤で普通自動車免許を取得

している方（AT限定可） 

定員： 12人（先着順） 

参加費：無料 

申し込み：平成 24 年 12 月 3 日（月）、午前 9

時から電話で川越市環境政策課（049-224-5866） 

理事会・専門委員会報告

理事会 

11月 22日（木）9:00-10:40に福田ビル 3階会

議室で平成24年度第8回理事会を開催しました。

主な内容は次のとおりです。 

1.かわごえ環境フォーラムについて、ワークシ

ョップの講師や内容などを検討した。 

2.次年度の事業計画について、各専門委員会へ

の検討依頼を行った。 

3.後援等名義使用依頼、インタビュー申込への

対応、会員動向の確認（入会 6名、退会 1名）

などについての審議・報告。（理事長 小瀬博之）



月刊 かわごえ環境ネット 2012年 12月号 No.074 

- 14 - 

社会環境部会 

11月の例会は、9日（金）福田ビル 3階会議

室にて出席者 10名が参加して実施しました。 

11 月 18 日に行う環境講演会については、更

なる参加者の呼びかけと、当日のタイムスケジ

ュール、役割分担の確認をしました。後日、12

月 2日（日）午後 1時 30分より川越市南公民館

で行う懇談会の案内について、講演会当日、参

加を呼びかけることにしました。ぜひ、講演会

ともども成功させたいと思います。 

アースデイ・イン・川越 立門前は、部会メン

バーが 9名参加し、雨の中各会場で盛り上げに

協力しました。 

北公民館かんきょう祭りでは、有機野菜販売

や桜草の苗プレゼント、松岡さんの環境にやさ

しい活動発表など盛り上がりました。 

11月号・月刊かわごえ環境ネットには、部員

の活動報告の投稿が数件ありました。これから

も活動方針に沿った投稿をして、活性化に役立

てたいと思います。 

部会としては、もう少し参加者の増員を図り,

活動を充実させていきたいと思います。 

最後に、みなみかぜ いきいき田んぼの会の田

崎さんから活動内容の説明と 12月 9日（日）の

「田んぼフォーラム」の開催の案内がありまし

た。 

（社会環境部会代表 原嶋昇治）

自然環境部会 

11 月定例会は福田ビル 3 階会議室にて 10 名

の参加で開催されました。内容は以下の通りで

す。 

①理事会、アースデイ、フォーラム実行委員会

の報告 

アースデイは 10/28 開催。あいにくの雨だっ

たが、鶴川座ではパネル展示やアジェンタ市民

編のアンケート実施。80人近くの回答が集まっ

た。 

フォーラムは 2013年 2月 23日開催予定。部

会発表は必要との意見多く実施することに決定。 

②「西川材の森見学ツアー」の報告。詳細は別

途掲載記事参照。 

③「（仮称）川越市森林公園」計画地の定例活動

（10/22）参加者 11 名 計画地の一番西側、シ

ラカシ、アズマネザサ、ヒサカキなどの除伐。 

④ チョウの調査 データのある方はそろそろ

締切なので提出を。 

※今回話題になったことは「自然環境部会の活

性化」川越の生き物環境など、毎回熱い議論が

ありますが、川越市民の関心がイマイチなので

はないか、環境ネットの会員がもっと声をあげ

なければならないのではないか等、フリートー

キングが盛り上がりました。 

 

（自然環境部会代表 賀登環）

かわごえ環境フォーラム実行委員会 

11月 22日（木）11:45-12:00に福田ビル 3階

会議室で第 5回委員会を開催しました。主な内

容は次のとおりです。 

1.団体会員へのアンケートは 8 通回答あり。自

由投稿も含めて、環境活動報告集への応募につ

いては、12月 21日まで延長する。 

2.午後の基調講演の第 1 候補を決定し、横山副

理事長が交渉する。 

3.事業者交流会を午後のワークショップ分科会

の一つとして実施する。その他、各部会が主催

する分科会を企画する。次回、広報で使用する

リード文を持ち寄って内容を検討する。時間は

14:30-16:20の 2時間取って十分議論できるよう

にし、終了時の全体会の時間は短縮する。 

3.原稿の取りまとめは、すべて実行委員会で行

うことになった。   （委員長 小瀬博之）
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おしらせ

「第 11回かわごえ環境フォーラム」についてのお願い 

1.環境活動報告の投稿・発表者募集 

（12/21まで締切延長） 

来年 2 月 23 日（土）9:30-16:30 に「第 11 回

かわごえ環境フォーラム」を川越市環境プラザ

「つばさ館」（資源化センター）で開催します。 

この行事によって、各々の環境活動と役割を

相互に理解し、川越市の望ましい環境像実現の

ための取組がいっそう活発になることを期待し

ます。開催にあたって、環境活動をされている

個人・団体からの環境活動報告を広く募集しま

す。みなさまの積極的な応募をお待ちしていま

す。 

投稿・発表申込期限、レポート投稿期限とも

に 12月 21日（金）としました。よろしくご応

募ください。 

募集要項は、会員のみなさまには 10月号郵送

資料に同封しています。かわごえ環境フォーラ

ムホームページ（http://forum.kawagoekankyo.ne

t）にも掲載しておりますのでご覧ください。 

2.【団体会員のみなさまへ】環境活動報告集へ

の企業・団体情報の掲載のお願い 

（12月 21日まで締切延長） 

かわごえ環境フォーラムに合わせて発行して

いる「かわごえ環境活動報告集」に、かわごえ

環境ネットのすべての団体会員（事業者、民間

団体）の概要や環境に関する事業・活動内容を

掲載して、広く情報共有を図りたいと考えてお

ります。11月郵送資料に依頼状と回答フォーム

を同封いたしました。12月 21日（金）までに F

ax（事務局 049-225-9800）または、かわごえ環

境フォーラムホームページ（http://forum.kawago

ekankyo.net）においてフォームをダウンロード

した上で、メール（11thforum＠kawagoekankyo.

net）でよろしくご回答ください。 

3.【団体会員のみなさまへ】協賛のお願い 

かわごえ環境フォーラムは、「かわごえ環境活

動報告集」の発行をはじめ、運営費用の一部を

協賛金によりまかなっております。今回も、前

回協賛いただいた企業を中心に協賛をお願いし

ております。協賛に関するお問い合わせはかわ

ごえ環境ネット事務局（Tel.049-224-5866直通）

までお願いいたします。 

 

【再掲】「歳末まち美化活動」12月 23日（祝）実施
毎年、天皇誕生日の 12月 23日の祝日に、か

わごえ環境ネットの「歳末まち美化活動」とし

て、市内中心地域のポイ捨てごみ拾いを行って

います。あわせて、ポイ捨てごみの実態調査な

ども行っています。広く会員の参加をお願いし

ます。 

12 月 23 日（祝）9:30、本川越駅前交番前集

合。4 人ずつのチームに分かれて市内各方面を

回ってポイ捨てごみ拾いと実態調査。11:30 ま

でに旧川越織物市場に到着。分別整理、集計し

て解散。参加希望者は武田（Tel.090-2521-5770）

までご連絡ください。

かわごえ環境ネット主催行事一覧（記号の凡例はイベントカレンダーをご参照ください）
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＜会合＞ 

●社会環境部会（2012年 12月度） 

日時：12月 14日（金）13:00-15:00 

場所：福田ビル 3階会議室（川越市郭町 1-2-3） 

●自然環境部会（2012年 12月度） 

日時：12月 14日（金）15:00-17:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

両部会は、毎月第 2金曜日の 13:00-15:00, 15:0

0-17:00の連続開催です。次回は 1月 11日（会場

は川越市役所 7C会議室）です。会員であれば自

由に出席できる話し合いにご参加ください。 

◆理事会（2012年度第 9回） 

日時：12月 17日（月）9:00-10:30 

場所：福田ビル 3階会議室 

次回は 1月 18日（金）9:00-11:00 

◆広報委員会（2012年 12月度・2回目） 

日時：12月 17日（月）10:40-12:00 

場所：川越市役所 5階フリースペース 

（川越市元町 1-3-1） 

広報委員会は、開催期日を毎月 5日前後から

毎月 20 日前後に移動しました。次回は 1 月 22

日（火）9:00-10:30となります。 

◆かわごえ環境フォーラム実行委員会（第 5回） 

日時：12月 26日（水）9:00-11:00 

場所：川越市役所地階修養室 

次回は 1月 18日（金）11:00-12:00 

＜環境イベント＞ 

★第 11回かわごえ環境フォーラム 

日時：2月 23日（土）9:30-16:30 

場所：川越市環境プラザ「つばさ館」（川越市資

源化センター内、川越市鯨井 782-3） 

＜まち美化活動＞（詳細は上の記事） 

★歳末まち美化活動 

日時： 12月 23日（祝）9:30-12:00ごろ 

集合場所：9:30本川越駅前交番前 

（川越市新富町 1-22） 

連絡先：武田侃蔵（Tel.090-2521-5770） 

＜自然環境の調査・保全活動・観察会＞ 

★池辺公園定例活動（毎月第 1火曜日） 

日時： 12月 4日・1月 8日（火）9:00-12:00 

場所：池辺公園（川越市池辺 1302） 

問い合わせ：菅野 

★（仮称）川越市森林公園計画地 植物調査・保

全活動 

日時： 12月 10・24日・1月 14・28日（月） 

9:30-12:30 

場所：川越南文化会館（ジョイフル） 

（川越市今福 1295-2） 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

毎月第 2月曜日は植物調査、第 4月曜日は西

側公有地の常緑広葉樹林遷移防止のための手入

れ保全作業。いずれも南文化会館（ジョイフル）

9:30集合。 

会員・関係団体の主催行事

●みなみかぜ いきいき田んぼの会 

（川越生物多様性有機農法で地域づくりに取り組む会） 

問い合わせ：社会福祉法人健友会みなみかぜ

後藤・田崎（Tel.049-234-1200） 

※生物多様性有機農法として地域に発信してい

ます。生きものを活かした農業技術のためにも

“田んぼの生きもの調査”の活動もしています。 

※地域の子育て世代親子、シニア層の会員が共

同活動として農作業・食と農に関する活動、生

きもの調査活動等意見を行っています。 

※今は、米収穫も終わり、来年度産に向けた準

備の季節です。レンゲの種を播き、秋・冬作業

も行っています。12月から当面は毎金曜日（雨

でも室内作業となにかしらあります）が定例作

業日です。又、次年度に向けて会員も募集して

いますので、是非ご参加ください。 

☞田んぼフォーラム 

◆12月 9日（日）9:00-12:30 

当会（社会福祉法人みなみかぜ、医療法人西

部診療所）が田んぼ活動を地域に提案し、「いき

いき田んぼの会」が組織され活動を始めて丸 4

年になります。“生物多様性による田んぼ・米つ

くりが、地域の世代間交流を盛んにし、人と生

きものやさしい地域”として環境と共生する暮
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らし・活動を行ってきました。 

この 4 年を振り返り、3 人の方の提起も受け

ながら、参加者による意見交換を行い、これか

らの活動を創っていきたいと考えます。 

場所：みなみかぜ地域交流センター 

（川越市吉田 204-2） 

参加費：無料 

主要日程： 

①基調講演（一部）  

谷口友子（社会福祉法人みなみかぜ 施設長）

「なぜ田んぼ活動なのか」 

岩渕成紀（NPO法人 田んぼ 理事長）「なぜ、

田んぼの生きもの調査なのか」 

稲葉光國（NPO 法人 民間稲作研究所 理事

長）「生物多様性を活かした有機稲作とは」 

②ワールドカフェ開催（二部） 

小グループに分かれて意見交換 

③まとめ 

●NPO法人武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.&Fax.049-224-9118,

 foresth@nifty.com） 

☞森林公園かんさつ会 

（各日共通）国営武蔵丘陵森林公園南口休憩所

10:20 集合（1 月 20 日 09:50 集合）、15:00 過ぎ

終了解散、参加費、200 円。入園料要、お弁当

持参。雨天決行。 

◆12月 23日（日）・27日（木）当会主催 

冬越しに訪れた、カモやルリビタキを観察し

ましょう。越冬中の昆虫を探しましょう。植物

の解説は太田先生です。暖かい服装でおでかけ

ください。 

◆1月 20日（日）当会主催（9:50集合） 

日本野鳥の会主席研究員安西英明さんを講師

に野鳥の楽しいお話をお聞きします。冬の雑木

林でルリビタキ等の野鳥や冬越しの甲虫類を探

しましょう。植物の解説は大田先生です。暖か

い服装でおでかけください。 

●福原ファームクラブ 

問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319） 

☞おいしく・楽しく農業体験 

◆12月 8日（土）10:00からの作業 

大根の収穫・ビニールはがし 

◆1月 12日（土）10:00からの作業 

雑木林の手入れ・落ち葉掃き 

集合：明見院（川越市今福 677） 

クラブ会費：1家族 1,000円（保険代・備品代 

等）、クラブ員でない参加者は 1人 100円（保険

代）とします。 
2012年度予定表 （ ）内は予備日 

月 日 活動内容予定 
12 8 大根の収穫・ビニールはがし 
1 12（19） 雑木林の手入れ・落ち葉掃き 
2 9（16） 雑木林の手入れ・落ち葉掃き 
3 9 雑木林手入れ 焼き芋・スープ・あそぼ

うパン 

●クリーン&ハートフル川越 

問い合わせ：武田侃蔵 

（Tel.090-2521-5770, Fax.049-222-0786） 

☞「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・放

置自転車」のゼッケンをつけて、まち美化啓発

運動 

1. 第 1火曜日・第 3木曜日（13:30-15:00） 

◆12月 4日（火）・20日（木） 

◆1月 8日（第 2火曜日）・17日（木） 

川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所まで。 

2. 第 2日曜日（9:30-11:00） 

◆12月 9日（日）・1月 13日（日） 

本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、

中央公民館でごみまとめ。 

3. 第 4土曜日（13:30-15:00） 

◆12月 22日（土）・1月 26日（土） 

川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま

で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 

☞「里川づくり体験」 

◆12月 15日（土）10:00-14:00 

クリーン&ハートフル川越と西温ネット（西

埼玉温暖化対策ネットワーク）との共催で、「里

川づくり」「多自然川づくり」の実際を体験する

勉強会を企画しました。川の国埼玉の「川の再

生事業」の第 2弾として、平成 24年度から「川

のまるごと再生事業」が始まり、川越市では、
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伊佐沼周辺の古川排水路等の水路と周辺の緑を

再生するプランがスタートしました。「里川」の

イメージを活かせる計画にするため、市民の目

での実地調査を行います。10時に伊佐沼南側の

荒川右岸用排水土地改良区事務所前に集合、午

後 2 時まで、周辺水路を調査します。行程約 5

キロ。小雨決行。昼食・雨具持参。バスの便は

本川越駅前 9時 34分のグリーンパーク行き、川

越駅 9時 38分、伊佐沼前 9時 50分着。連絡は

武田まで。 

☞「川の国応援団・新河岸川市内流域の清掃」 

参加できる人は、担当箇所分担の割り振りのため、

実施日の 3日前までに武田（090-2521-5770）へご連

絡ください。 

◆12月 22日（土）9:00-11:00 

宮下橋から畳橋までの市内中流域で、4 か所

に分かれて実施。 

◆1月 26日（土）9:00-11:00 

三日月橋から高沢橋までの市内上流域で、2

箇所に分かれて実施。 

☞成人式会場クリーン活動 

◆1月 14日（祝）11:00-15:00 

路上喫煙とポイ捨て防止を啓発しながら、成

式会場と周辺清掃を行っていますが、11時に会

場入口道路右側自転車置き場集合、15時解散で

活動します。今回は、市の施設内禁煙を徹底す

るため、式典会場前の広場も原則禁煙にする予

定です。今まで、移動式灰皿を置きましたが、

今回は広場禁煙をどう徹底させるかが課題です。

啓発ゼッケンをつけながらの活動が期待されま

す。 

●(財)埼玉県生態系保護協会川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

問い合わせ：笠原啓一（Tel.049-222-0957）、当

日の携帯電話連絡（Tel.080-6584-3010） 

☞伊佐沼でバードウォッチング（毎月第 2日曜日） 

時間：10:00集合-12:00（小雨決行） 

集合：伊佐沼西岸蓮見橋、解散は集合場所で 12:

00ごろ。持ち物：筆記用具、あれば野鳥図鑑・

双眼鏡・飲み物。参加費：300円、高校生以下 1

00円（保険料・資料代として） 

◆12月 9日（日） 

カモが勢ぞろいしました。今日会えるカモは

7 種それとも 8 種でしょうか。昨年はクロツラ

ヘラサギが飛来して騒ぎになりました。今年は

どんなお客様が現れるでしょうか？期待して待

ちましょう。公園の林では可愛い小鳥たちが待

っていてくれるでしょう。 

◆1月 13日（日） 

今年も恒例県下一斉ガン、カモの調査を行い

ます。昨年は 5 種、231 羽でした。今年もみな

さんの協力により調べたいと思います。カモは

今繁殖の相手を決める時で、雄は雌の気を惹く

ため羽を着飾り、面白いポーズで迫ります。番

形成が成功するよう見守りましょう。 

広報委員会からのおしらせ

●「かわごえ環境ネット」にご入会ください 

私たちは、かわごえの環境をよくするために

行政をはじめとするさまざまな団体と協働して

活動を行っています。個人会員は年会費 1,000

円、5 名以上の団体・事業者は、年会費 2,000

円です。 

会員になることで、本誌の送付などのサービ

スが受けられます。また、さまざまな環境活動

に参加することができ、社会での活動の場が広

がります。 

特に会社を退職された方や子育てを終えて、

社会活動を行いたいと考えている方、やりがい

のある事業がたくさんあります。入会について

の詳細は、かわごえ環境ネット事務局（川越市

環境政策課環境推進担当、川越市役所本庁舎 5

階、Tel.049-224-5866）へ問い合わせ、またはか

わごえ環境ネットホームページをご覧ください。 

http://kawagoekankyo.net 

●本誌への原稿投稿を受け付けています 

川越における環境活動報告などの記事をぜひ

お寄せください。写真の掲載も可能です。また、

本会会員や関連団体等が実施する公開イベント 
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等の情報掲載も受け付けています。2012 年 12

月号（No.075，12 月下旬発行）の掲載原稿は、

12 月 15 日（土）必着です（次号原稿から締切

日を毎月 15日とします）。電子データを編集担

当共有のメールアドレス（koho@kawagoekanky

o.net）にお送りください。メールを使用してい

ない方は、かわごえ環境ネット事務局（環境政

策課、川越市役所本庁舎 5階）に原稿を提出く

ださい。 

●本誌がカラーで見られます 

本会ホームページでは、バックナンバーを含

めてカラーで本誌が見られます。団体会員のみ

なさまは、URLをおしらせするだけで会員への

周知が可能でとても便利です。ぜひご活用くだ

さい。http://kawagoekankyo.net/news 

●Twitterでかわごえ環境ネットをフォロー 

かわごえ環境ネット Twitter（@kawagoekanky

o）は、ブログの更新と連動してツイートします。

Twitter にユーザー登録してぜひフォローして

ください。         http://twitter.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かわごえ環境ネットのパネルも展示された

◆ 追記： 

第 3回低炭素まちづくりフォーラム in埼玉 

8 ページに、「第 3 回低炭素まちづくりフォー

ラム in 埼玉」の報告が載っていますが、午後の

分科会の「生物多様性部会」のほかの部会の状

況も追加で報告します。

第 1 分科会は「エネルギー分科会」第 2 は「く

らしのエコ分科会」第 3 は「生物多様性分科会」

第 4 は「古紙リサイクル分科会」第 5 は「タイ

ムシフトするライフスタイル分科会」第 6 は「子

ども大学にいざ分科会」が開かれました。

かわごえ環境ネット会員が参加した「エネル

ギー分科会」は、埼玉県が推進している「エコ

タウンプロジェクト」について、県の環境部エ

コタウン課の山野課長が構想と今後の進め方を

説明しました。町ぐるみ、地域ぐるみのエネル

ギー活用の構想は、できるところから進めたい

ものです。地域をまとめるには新しいまちづく

りのヴィジョンが必要で、川越市でも市民とと

もに取り組む必要を痛感しました。続いて、NP

O 法人さやま環境市民ネットワークの吉岡さん

の「さやまスマートコミュニティ研究会の進め

方」上尾市の国井さんの「うちエコ診断」と脱

原発の中での市民の取り組みを説明しました。

ついで、三つのグループに分かれてワークショ

ップを行い、提言をまとめました。

「くらしのエコ」は「食とエネルギーの地産

地消」「節電対策」「つめかえ用は環境に優しい

の？循環型社会をめざして」と、現在の関心問

題を取り上げました。

その他、「古紙リサイクル」「くらしのライフ

スタイル」など、学生も加えた討議が続きまし

た。予稿集と、来年初めに出る報告集とセット

で全体が分るようになっています。（武田侃蔵）

編集後記 
● 12 月号の発行が遅れてすみませんでした。投稿をたくさんいただいて、編集に手間取りまし

た。連携を良くして、新年からは発行日厳守を誓い合いました。月刊の機動性を活かしなが

ら、素人集団の編集技術の向上で、皆さんの期待に応えてまいりたいと決意しました。（TK） 

● 巻頭言でまちなかの「緑の保全」に触れましたが、北公民館近くの新河岸川沿いに立ってい

た 5本の「ポプラ」が虫の害で倒れるのが心配で切られました。保全に市民の関心を！(KM) 
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イベントカレンダー（12月 9日〜1月 30日） 
日 月 火 水 木 金 土 

12/9 
◎9:00田んぼ
フォーラム 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 

12/10 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地 植物調査 

12/11 12/12 
◎13:10川越キャ
ンパスエコツアー 

12/13 12/14 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

12/15 
◎10:00里川
づくり体験 
○本誌 1月号
原稿提出締切 

12/16 
◎10:00くぬ
ぎ山保全管理

活動 

12/17 
◆9:00理事会 
◆10:40広報
委員会 

12/18 12/19 12/20 
◎13:30まち
美化啓発運動 

12/21 
○かわごえ環

境フォーラム

申込・レポー

ト・アンケー

ト提出期限 

12/22 
◎9:00川の応援
団・新河岸川市

内流域の清掃 
◎13:30まち
美化啓発運動 

12/23 
天皇誕生日

★9:30歳末ま
ち美化活動 
◎10:20武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会 

12/24 
振替休日

★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地 保全活動 

12/25 12/26 
◆9:00かわごえ
環境フォーラム

実行委員会 

12/27 
◎10:20武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会 

12/28 12/29 

12/30 12/31 1/1 
元日

1/2 1/3 1/4 1/5 

1/6 1/7 1/8 
★9:00池辺公
園定例活動 
◎13:30まち
美化啓発運動 

1/9 1/10 1/11 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

1/12 
◎10:00おいしく
楽しく農業体験 

1/13 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 

1/14 
成人の日

★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地 植物調査 
◎1100成人式会
場クリーン活動

1/15 1/16 1/17 
◎13:30まち
美化啓発運動 

1/18 
◆9:00理事会 
◆11:00かわご
え環境フォーラ

ム実行委員会 

1/19 

1/20 
◎9:50武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会 

1/21 1/22 1/23 1/24 1/25 1/26 
◎13:30まち
美化啓発運動 
◎9:00川の応援
団・新河岸川市

内流域の清掃 

1/27 1/28 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地 保全活動

1/29 1/30 ★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他 詳細は個別の記事をご覧ください 
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